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海外事情紹介
現代バークレー事情
　針谷　敏夫
2003年2月10日受理
　昨年7月初めから10月初めまでの3ヶ月間，2002年度短期在外研究によりアメリカのカリフ
ォルニア大学バークレー校に滞在し，久しぶりにアメリカの空気を吸わせていただいた。本稿は
その滞在記をまとめ，現在のバークレーの様子を紹介したいと思います。個人的な感想も含まれ
一面的な見方もあるかとは思いますが，一読していただければ幸いです。
　バークレー（Berkeley）はアメリカ西海岸カリフォルニア州サンフランシスコの東側，サンフ
ランシスコ湾をはさんだ向かい側のいわゆるEast　Bayに位置し，南北に走る丘陵地帯の西側斜面
になだらかに広がる人口約10万人ほどの大学町で1），サンフランシスコからベイブリッジを渡り
車で30分ほどのところにある。少し古くなるが，映画f卒業」でダスティンフォフマン扮する
主人公が恋したキャサリンロスに会うためにバークレーに向かってオープンカーでわたったあの
橋である。距離的には東京と横浜の関係位であろうか。ただし，横浜のベイブリッジとは比較に
ならないほど大きく長い橋ですが。
　また，サンフランシスコ湾を囲んだベイエリアには通称バート（BART，　Bay　Area　Rapid　Transit）2）
と呼ばれる鉄道網があり，サンフランシスコのダウンタウンからやはり30分ほどでくることが
できる（図1）。逆に言えば，30分ほどでサンフランシスコへ出かけることができる距離にある。
料金は片道2．65ドル。
　バークレーからさらに車で北へ1時間半ほど走ればカリフォルニアワインの産地ナパ（Napa）
にいくことができる3）。私も2度ほど訪れたが，非常に多くのワイナリーがあり，とても回りき
れるものではなかったが，いくっかのワイナリーを訪ねテイスティングを楽しませていただいた。
現地で売っているワインはそれなりの値段であったが，スーパーで売っているバーゲンの一本5
ドル前後の安いワインでもかなりいけるものがあり，おいしい日本酒の手に入らない地において，
毎晩の晩酌はワインになるのは当然のことであった。
　カリフォルニアは気候が温暖なことで有名だが，私が滞在した夏の3ヶ月間，なんと一日も雨
が降らなかった。かといって暑過ぎず，8月の中旬にはダウンジャケットがほしいと思うほど寒
い日があった。大学ではエアコンが効いていたが，乾燥しているため戸外も快適であり，直射日
光が当たるとかなり暑く感じるが，日陰に入れば高原に避暑に来ているような心地よい暑さであ
った。私の借りていた部屋はエアコンがっいてなかったが，とくに冷房がほしくなることはなか
った。ただし，屋根裏部屋であるため窓を開けずに外出した日は帰宅後窓を全開にし，空気を冷
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図1．BART路線図，　Downtown　Berkeleyで下車するとバークレーキャンパスは目の前である。
やすまでしばらく我慢しなければならなかった。そのような気候の中，おおむね日中は半そでシ
ャツ，夜は軽いジャケットが必要といった毎日であった。帰国後，出会う人に「黒いね～」と言
われ，いかにもよく遊んできたように見えるらしく，後述するような理由で説明に一苦労であっ
たが，日差しのあるところではサングラスが欠かせないほどの紫外線対策が必要だった。
　私は大学から北のほうへ約1．5マイル，徒歩約30分のところにある，90歳になる家主の家の
屋根裏部屋を借りてすむことになった。今回私のお世話になった教授の古い知り合いで，奥さん
もなくされ現在一人住まいで，時々短期の滞在者に部屋を貸しているということであった。たま
たま私の滞在期間は空いていたので，紹介されて即借りることにした。古い家であったが月800
ドルで，キッチン，バス，トイレはもちろん，テレビ，電話，家具，冷蔵庫，電子レンジほか台
所用品も一切ついており，もちろんベッドもあり，タオル，シーツ類も貸してくれ，消耗品以外
まったく新たに購入する必要はなかった。電話代は別だったが，光熱費はすべて家章に含まれて
いた。ただし，これは例外らしく，バークレーはもちろん，サンフランシスコを含めたシリコン
バレーのあるサンノゼなどのベイエリアは最近不動産相場が高騰して，かなりのバブル現象が起
こっているらしく，1軒屋はここ数年で2倍近くに値上がりし，現地で知り合った独身の日本人
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写真1。下宿先から見た夕日 写真2．　「Cheese　Board」の店先。左から2台目の
車の前のひさしに日が当たっているところがお店
のボスドクは1200ドルの部屋に住んでいるとのことだった。小さな部屋でも家具なしで1000ド
ルはするのでとても運がよいとうらやましがられた。
　アメリカは車がないととにかく不便である。バークレーもご多分に漏れず，路線バスは走って
いるが，私のところでは朝晩は20分に1本，日中は30分に1本しか走ってなく，それも必ずし
もダイヤ通りには来ないという代物で，午後7時には最終となり，それ以後は歩くか，タクシー
を拾うしかなかった。料金は一乗車L25ドル，回数券を買えば10枚11ドルであったので日本に
比べるとかなり安い。しかし9月になって，L5ドルに値上げになったので，結局ほとんど乗ら
なかった。というのも，毎日天気もよく，健康もかねて，とにかく徒歩で通学してみることにし
たのである。しかしバークレーは丘陵地，私の下宿先も斜面の中腹に建っており，行きは下りで
楽であったが，帰りは最後の10分ほどが登りであったので結構汗をかくことになった。
　しかし，眺めは抜群，バルコニーからはサンフランシスコ湾をはさんで遠くゴールデンブリッ
ジがみえ，サンフランシスコの夜景もやや木が邪魔しているが眺められ，とにかく夕日が沈む光
景がすばらしかった（写真1）。アメリカはサマータイムを実施しているため，夏の間は日が長い。
7月は9時過ぎまで明るく，帰国する10月初めでもやっと午後7時ころ日が沈み，暗くなって
くる。そのためほとんど毎日沈む夕日が眺められた。毎日こんなところに住んでいると当然だれ
でも日本に帰りたくなくなるものと思う。
　大学へ通う通学路のちょうど中ほどにスーパーマーケットのSafewayやAndronicolsなどがある
ショッピング街があった。そこで帰宅時食料品など買い物をして帰るとちょうど休憩代わりにも
なり，結局それが日課になった。そのため荷物を入れる少し大きめのバックパソクを購入した。
この徒歩通学のおかげで日焼けすることになってしまったわけである。
　このショソピング街にはバークレーで有名なというより，全米でも有名な店があり，その中で
も「シェパニーズ（Chez　Panisse）」4）という名のフランス料理店があった。オーガニックを使っ
た料理ですべての食材の産地を明らかにし，そのレシピーがベストセラーになっているとのこと
であった。クリントン前大統領がバークレーを訪れたときぜひ食事をしたいと申し出たそうだが，
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予約がないとのことで断られたというエピソードがあるらしく，ディナーは1ヶ月前に予約をし
ないといけないということであった。私も一度テーブルにつく機会があり，味を堪能させていた
だいたが，私の大先生である，Bern先生は一度行けば充分だとおっしゃっていた。確かに高い観
はあるが，もう一度訪れたい店である。
　このシェパニーズの道路をはさんで反対側にある「チーズボード（Cheese　Board）」という店が
またとても人気があった。この店は焼きたてパンを売っていると共に，その名のとおりチーズ専
門店で世界中のチーズを売っていた。しかし，種類が多すぎてどれがいいのかさっぱりわからず，
味見もできるのだが対面販売で品名と量を注文しなければならず，チーズの知識と英語力のなさ
もあるが結局買う勇気もなく，チーズはもっぱらとなりのスーパーでシールを見ながら買うこと
になってしまったのであった。
　しかし，この店のよさはそれだけではなく，もうひとつこの店が経営しているピザ屋が2軒隣
にあるのである。毎日12時ころから6時ころまでしか開かず，日替わりでピザの種類は1種類
しかなく，売切れれば閉店になるのであるが，それでも毎日行列ができる店である。ラージサイ
ズのクリスピーベースのホールピザが16ドル。これがとにかくおいしかった。テーブルが3つ
ほどの小さい店にもかかわらずlt[方にはピアノとベースのジャズセッションが生で演奏され，
あふれた客が店の前の道路の中央分離帯にまで座り込んでピザをばくつく者がでるほど盛況であ
った（写真2）。毎日夕刻にこの店の前をとおることになるのだが，こちらが通るころにはだいた
い売り切れ，結局3ヶ月のあいだに3回食べただけであった。
　もう一つ忘れてはならないのが「Peet’s・coffee」である5）。いまや世界的に有名になったスタ・一一一
バックスはこの店の昔の共同経営者がはじめたと言うことだった。取り残された感のピーツコー
ヒーであるが，根強い人気があり，コーヒーの味はスターバックスをかなりしのぐものと思う。
私も滞在中はこの店の焙煎豆を挽いたものを買ってきて，毎日家で味わっていた。遅ればせなが
ら最近チェーン店を展開するようになったらしく，ネットで調べたところ，日本にも昨年南青山
に第1号店ができ，境在六本木，新宿，神田小川町お店があることがわかり，バレンタインデー
の入試監督の帰り小川町のお店に寄ったところ，なんとあまり客足が伸びないらしくその日で閉
店とのことだった。残念であったが，久しぶりにピーツの味を思い出し，とてもなっかしかった。
　そのほか，バークレーは日本食をはじめ中華，タイ，ベトナム，インド，韓国，イタリアン，
メキシカンなど多くの料理が味わえ，まだまだたくさん紹介したいのであるが，話はそろそろ本
題に入ることにする。
　さて，カリフォルニア大学はその名のとおりカリフォルニア州の州立夫学であり，九っのキャ
ンパスから成り立っている6）。この他にCalifornia　State　Universityという州立大学もあるがワン
ランク落ちるものらしい。各キャンパスはそれぞれが独立した大学の形態をとっているが，名称
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はカリフォルニア大学にそのキャンパスが存在する地名が着いている。バークレー校はUniversity
of　California，　Berkeley（略してUCB），サンフランシスコ校はUniversity　of　California，　San
Francisco（UCSF），ロスアンジェルス校はUniversity　of　California，　Los　Angels（UCLA）といった具合
だ。その他に，Davis，　lrvine，　Riverside，　Santa　Cruz，　Santa　Barbara，　San　Diego，にキャンパスがある。
そして現在10番目のキャンパスをMercedに建設中であり，2004年に完成するらしい。各キャン
パスにより設置してある学部が異なるが，バークレー校には医学部はないが，その他はほとんど
ある総合大学であり，カリフォルニア大学の本部があるキャンパスである。愛称はCALとよばれ，
フットボールチームの名称はBearsであり，その名のとおりマスコットは熊さんである。
　8万人収容のフットボールスタジアムがあり，私もシーズンが始まった9月に一度対Washington
State　University戦を応援に行ったが，それこそお祭り騒ぎであった。昨シーズンは1勝9敗の惨
敗のシーズンであったらしいが，今シーズンは開幕3連勝をして大いに期待されていたが，残念
ながら私の観戦した試合は負けてしまった。その後のシーズンの成績はどうなったのかわからな
い。試合のある土曜日はサンフランシスコの町の中を走っているケーブルカーの形をしたシャト
ルバスが，バートの駅の近くから丘の上にあるスタジアムまで無料で運行され，ベイエリア各地
から多くのファンが詰め掛ける。もちろんスタジアム周辺の駐車場は満車状態で道路は大渋滞に
なる。このスタジアムは2012年に立候補しているサンフランシスコオリンピックが開かれるこ
とになればサッカー会場になるらしい。
　バークレー校のキャンパスはバートのバークレー駅から東へ丘の上に向かって広がっている（図
2）7）。丘の上にはサイクロトロンの研究でノーベル賞を受賞したローレンスにちなみ，また原爆の
研究でも有名なローレンス研究所の建物が点在している。その丘の上からは対岸のサンフランシ
スコのすばらしい風景がながめられる。幸い私のお世話になった研究室のあるLife　Scienceの建
物はキャンパスの中で一番バートの駅よりであったため毎日坂を登る苦労はせずに済んだ。
　キャンパスの広さはアメリカの大学の中ではそれほど広くないようであるが，東西約1．2キロ，
南北0．7キロほどの中にほとんどの建物が含まれ，ほぼ中央にバークレーのシンボルであるSather
Towerがそびえている（写真3）。通常ならエレベーターがあり上まで上がれるのだが，私の滞在
中はちょうどエレベーターの工事中で上がることはかなわなかった。その他にも，バークレー市
内に大学関係の建物が点在し，また前にも述べたが，さらに東側丘の上にローレンス研究所の建
物がはりついている。
　私はバークレーに到着した翌日，手続きのためにスタジアムの隣にあるInternational　House（通
称1－House）へ出向かねばならず，地図を見た限りではバートの駅の近く西門から東側のスタジア
ムまで距離はさほどでもないと思い，歩いて行くことにした。途中で後悔したが，結構の登りで
あるのでお腹の出たものにとっては汗をかきかき，徒歩で30分弱ほどかかってしまった。とこ
ろが，5時まで開いていると聞いて3時ころ出掛けていったのだが，その日は夏休みのため3時
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図2．バークレーキャンパス案内図。Lが東，下が酊東に向かって登っている。C－5の位置にLife　Science　Building
　　と別館のLife　Science　Additionがある。D－1にスタジアムと1－House．　C－3にSather　Tower，　D．4にStudent
　　Unionなどの学生の溜まり場がある。
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写真3．バークレーのシンボル
Sather　Tower
写真4．研究室の仲間と友人達．中央がNandi教授。
右から4人目がBern名誉教授。
で事務室がしまったあと，また後日再訪するはめとなり，また，さらに数日後J－1ビザでの滞在
者のための説明会に出席せねばならず，計3回坂を登らねばならなかった。授業が始まると巡回
バスが走るということであったが，夏休み中は何かと不便であった。
　UCBはいうまでもなく全米のトップ10に入る大学であり，ノーベル賞も先ほど触れたロー一レ
ンスを始め過去18名の受賞者を出し）一現在も8名の受賞者が在籍している。学生数は学部生が
約24000人，大学院生が約9000人，総数約3万3千人ということである。明治大学とほぼ同じ
学生数であろうか。しかし，中身の比較は止めておこう。学生はほとんどが大学周辺の学生寮か
アパートに住んでおり，徒歩かバス，まれにバイク（自転車）で通学している。キャンパスが広く，
また丘陵地であるため大学のバスが構内周辺を走っており，遠くの建物へはバスで移動できるが，
地元の路線バス（AC　Transit）もバークレーの学生証を見せれば無料で乗車することができる。
これは大学への納付金の中にその料金が含まれているらしいが，詳しいシステムはわからない。
　授業料はカリフォルニアの住民とそれ以外で異なり，住民は半期で2000ドルほど，それ以外
は6000ドルほどであるとのことだった。その他生活するために部屋代，食費などが当然かかる
が，寮生活で平均的に年1万ドル位の経費がかかるようである。アメリカは日本に比べて物価が
安いと思われがちであるが，確かに食料品は安いと感じるが，消費税が8．2S°／，，レストラン等で
はチップとしておよそ15％加えると，かなり高くっいてしまう。自炊生活をすればそれなりに安
く上がるが，住む場所にもよるであろうが，バークレーでは物価はそれほど安いという印象はな
かった。
　私が渡米したころは夏休みであったため，キャンパス内は静かで閑散としていたが，長い夏休
みが終わり，新学期が8月26日から始まると，非常ににぎやかな活気にあふれた構内となった。
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しかし，驚いたことに授業開始最初の3日間は職員と非常勤講獅の組合がストライキを行い，ほ
とんどのクラスが休講になったようである。州からの大学への予算がカットされたらしく，その
ため様々な問題が生じているようであり，交渉の中身はやや複雑のようであったが，基本的には
給料を上げろ，上げないの問題のようであった。
　アメリカの場合，給料体系が複雑で個人により雇用形態がかなり違うらしく，日本の感覚では
理解できないことが多かった。よく話題になったことが，株価が低迷しているから引退したくて
も今はできない状況だ，ということをよく聞かされたことだ。最初は何故株価と退職することが
関係しているか理解できなかったが，アメリカの場合年金が投資信託でまかなわれているという
ことらしく，つまり株価と連動しているということである。それも投資会社にお任せではなく，
自己責任で運用しているということらしい。そういえば例の日本でも議論していた401Kのシス
テムのことであると気づいたのはしばらく話を聞いてからであった。まだ年金のことなど考えた
こともなかった私にとって，アメリカでは切実な問題であることを肌で感じた問題だった。アメ
リカの場合定年がないため，自分が止めると宣言したときが退職であるらしい。現在不況である
ため，年金の問題もあって，退職する人が少ない。そのためポジションも空かないので雇用も生
まれないということらしい。日本と違った問題で，また複雑である。
　さて，バークレーで私のお世話になったのはDepartment　of　Molecular　and　Cell　BiologyのNandi
教授の研究室である8）（写真4）。彼は1986年に私が同じくカリフォルニア大学のサンタクルツ校
のFrank　Talamantes教授の所に客員研究員として滞在したときに知り合った先生であり，そのま
た先生であるHoward　Bern教授の兄弟弟子である。今回の短期在外研究にあたり滞在したい希望
を伝えたところ快く受け入れてくれた。インド出身のアメリカ人で，昔から乳がんの研究を続け
ており，昨年定年で退職された長澤先生とも古い知り合いである。本名は発音しづらい長ったら
しい名前であるため，愛称はRanuとよばれ，大変な日本びいきで何度も来日しており，数年前
には来日した折，私の研究室にも来ていただいた。
　Ranuはすでに70歳近くになり今年申請したグラントが取れなかったら引退するつもりだと話
していたのだが，結局研究計画が採択され，あと5年は生き延びたと話していた。先ほども触れ
たが，アメリカの雇用形態は複雑で，彼の場合は大学との契約で11か月分の給料をもらってい
るとのことだった。しかし，彼より少し若くなるとほとんどの教授は大学からは9か月分の給料
をもらい，それ以外の3ヶ月分は自分で獲得した研究費からもらうシステムになっているらしい。
っまり研究費が取れないと，自分の給料もさることながら，研究員を雇えず，当然研究は進めら
れず，実験室も明渡すはめになるということらしい。結局研究者としては引退し，講義だけの生
活になる。それも止めると退職ということになり，年金生活に入る，という構図である。
　また，彼の研究室にはAssistant　Professor　in　Researchの肩書きを持つ研究費で雇われている2
名の研究者が働いていた。彼らは大学のIDは持っているが，給料は教授の研究費からもらい，
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研究しながら学部学生，大学院生の指導もするという，なかなか理解しづらいポジションだった。
当然研究費がなくなれば路頭に迷うことになる。多くの研究室では，そのほかにも通称ボスドク
と呼ばれる，大学院を終わり博士の学位を持った研究員を研究費で雇っている場合も多いが，Ranu
は今回のプロジェクトで引退するつもりらしく，ボスドクは雇わない方針で，そのかわり，2名
のテクニシャンを8月に新たに雇用した。その他に，ドクターの院生が一名，フランスからの預
かり研究生が一名というこじんまりした研究室であった。しばらくは静かな環境であったのだが，
新学期が始まると8名の学部学生が研究室に出入りするようになり，テクニシャンも加わって，
明治に比べて広い実験室であるが，それでも人数が増えるとにぎやかで狭苦しくなった。
　バークレーはまた1960年代，学生運動発祥の地でも有名である。Sather　Gateの南側のSproull
Plaza，さらにそこから南に走るTelegraph　Avenueはその中心地であった（図2，D－4）。私が部屋を
借りた大家さんは当時その通りで健康食品の店を経営しており，昔の写真を見せてくれたが，多
くの過激な学生が騒ぎ，店のガラス窓は割られ，大変な目にあったということだった。しかしま
た，Opinion　Leaderとしてバークレーの果たした役割は大きく，全裸の女性が演説している写真
などもみせてくれ，Free　Movementと言われる運動は全米に広がり，とくに女性解放運動に影響
を与え，アメリカ社会に残した功績は大きい。現在も休日になると，たくさんの出店がTelegraph
Avenueに並び，ビートルズナンバーだけを延々と歌っているストリートミュージシャンや怪しげ
なステッカーやアクセサリー－ffを売っているもの，tattooを入れる店など非常ににぎやかである。
　またこの運動は，その後のバークレーの学生にも受け継がれ，現在でもバークレーの学生は大
学から独立した独自のStudent　Unionを経営し，様々な学生活動を支えている。日本の学生運動
が残した功績を思うと考えさせられるものがある。たまたま私の滞在中に明治大学学生部一行7
名がバークレーの学生組織を視察に訪れ，私もご一緒させていただき，バークレーの学生機構を
知ることとなった。とにかくバークレーはアメリカでも非常にユニークで，大学側がまったく関
知しない学生組織はほかにないらしい。建物は大学から貸与されているが，その中にあるレスト
ラン，本屋などのテナントからの収入を主な財源とし，もちろん学生からの会費もあるが，完全
な独立採算，それを学生サークルに分配することによって，学生活動を支えているとのことであ
った。
　またバークレーに住む人はBerkeleyan　9）とよばれ，ここはアメリカではなくバークレーだ。こ
こに住む人はアメリカ人ではなく特別なアメリカ人，バークレー人だということだった。様々な
ところでここはバークレーだからという言葉に出会った。とにかく非常に自由で，明るく，また
ヵジュアルで，ネクタイをしている人はほとんどお目にかからない。学生部の方々が訪れたとき
もJ日本人7名の団体が暗いスーツにネクタイ姿で歩いていると，何者だろうと奇異な目で多く
の人が振り返っていった時は離れて歩きたいと思ったほどである。このときに学生寮も見学した
いということでキャンパスの近くにある10階建てほどの高層の学生寮に足を運び，アポイント
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がないのだが見学したい旨申し出ると管理人の女性が喜んで案内してくれた。部屋はよくある寮
であったが，驚いたことにバスルームが男女共用であった。トイレとシャワールームがブースに
分かれているのだが，まったく男女の区別はなく，これがバークレーなのか，それともアメリカ
では一般的なのかは定かではない。
　キャンパスは非常に自由な雰囲気であったが，やはりアメリカ，警備は厳重で，図書館のある
建物以外ほとんどの建物が日中以外ロックされ，私のいた建物（写真5）は朝8時半に開き，夕方5
時には鍵がかけられ，うっかりするとロックアウトされて中に入れなくなってしまう。鍵はJR
のsuicaのようなICを使った鍵でセンサーにカードをかざすと鍵が開く。エレベーターも同様で，
午後5時を過ぎるとカードがないと1階で上るボタンをおしてもエレベーターも開かず，上の階
で呼べば降りることができる代物だった。図書館だけは例外で夏休みのあいだは朝9時から午後
5時まで，学期が始まると朝7時から夜11時まで開館し，日曜日も開館時間は短くなるが自由に
出入りできた。
　図書館は大学のメインの図書館であるDoe　Libraryという大きな図書館がキャンパス中央にあ
ったが，私はLife　Scienceのビルの中にあるLife　Science　Libraryをもっぱら利用していたIo）（写真
6）。当然近いからであったが。図書館ではコンピューターの置いてあるコーナーもあるが，ほと
んどすべての席にLANアダプターが設置され，自分でパソコンを持ち込んでネソトワークにつな
ぐことができた。当然であるが研究室のものも含め，設置してあるコンピューターはすべて日本
語が使えず，まれに日本語表示ができるものもあるが，まったく日本語入力ができないのが最大
のネックだった。そこで，日本から持参したノートパソコンをネットワークにつなぐ方策をいろ
いろ相談したところ，最初に出たアイデアは研究室にきているLANに研究室のパソコンに割り振
られているIPアドレスを使ってつなぐ方法であった。当初はその方法でケーブルをつなぎ換えて
研究室からネットワークを使っていたが，なかなか自由に使うことが難しく，また8月になって
からは学生が履修届をオンラインで行うため占領されることが多く，不自由な日が続いた。
　バークレーはすべて履修届をオンラインで行い，科目ごとに履修者数の上限が指定され，満員
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になるとキャンセル待ちリストに登録される仕組みになっている。早い者勝ちである。とくに人
気のある科目はすぐに一杯になってしまうらしい。のんびりしているとほとんどの科目が満員に
なって，履修する科目がなくなるという事態も起こる。だから結構必死で画面とにらめっこしな
がら登録していた。
　しばらくしてある時，図書館にあったパンフレットから，バークレーに所属しているものなら
登録すれば自分のパソコンを図書館のLANにつないで使うことができることがわかった。リバテ
ィなどにもあるモバイル環境である。まだアメリカでは日本ほどモバイルパソコンは普及してい
ない。そのため，そのような環境が整っていても使っている人はほとんどおらず，私がそのシス
テムを使いたいと話したときも，研究室の人間はだれも知らなかった。とにかく，私は研究室の
同僚に頼んでIDを獲得し（ほんとうはいけないのだが），滞在後半はほとんど毎日図書館に通い，
持参したノートパソコンをっないでメールやインターネットを使う日々であった。とくに利用し
たのは文献検索のシステムであるが，ほとんどの雑誌がアブストラクトだけでなくfUll　textをオ
ンラインで読むことができ，大学の契約によると思うが，明治大学図書館にも早く同様のシステ
ムが導入されることを期待する。
　最後に，私自身この滞在で多くの友人もでき，また非常に多くのことを得ることができた。こ
の経験を今後の教育研究活動に生かすと共に，この機会を与えていただいたことに感謝する。
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